
若手の会  第２9回例会
バンビシャス奈良代表が講演

　第29回例会は令和元年１０月１７日午後７時、東京都中央区の奈良まほろば館で開催。ふるさとのプ
ロバスケットボールチーム「バンビシャス奈良」（奈良市）の加藤真治代表がチームの歴史や現状につい
て講演。会員約４０人が出席した。
　現在、Ｂリーグ２部に所属する同チームは財務に課題
があり、Ｂ２リーグのクラブライセンスを維持するため
には来年６月決算で債務超過を解消する必要がある。加
藤代表はチーム存続へスポンサー獲得やチケット・グッ
ズ販売、ふるさと納税など収支改善を図っていることを
説明。「首都圏在住の皆さんに是非ご協力いただきたい」
と呼びかけた。
　講演後、柿の葉すしや地酒が振舞われ、加藤代表を囲
んで交流を深めた。

ふるさと奈良の集い
　首都圏在住の奈良県出身者やゆかりの人が交流する
「ふるさと奈良の集い」（主催・奈良県、東京奈良県人会）
が令和元年１１月１２日午後６時３０分から、東京都品
川区の東京マリオットホテルで開催された。会員をはじ
め荒井正吾知事や奈良県選出国会議員、県内の首長や地
方議員ら約２７０人が出席した。
　冒頭のあいさつで、荒井知事は県内のインフラ整備や
ホテル誘致などを挙げ「奈良は良くなってきている。古
里へお帰りの際は確認してもらいたい」と述べた。続い
て、柗本俊洋東京奈良県人会会長は奈良市内に建設中の
県コンベンションセンターに触れ「豊かな歴史文化の地
奈良で国際会議が開催できればすばらしい。これからの
日本は文化資本主義社会だ」と語った。
　粒谷友示奈良県議会議長の乾杯の音頭で宴が始まると
出席者はテーブルを移動しながらあいさつを交わしてい
た。会場には大和野菜や大和肉鶏など県産食材を使った
料理や地酒各種が並び、いろどりを添えた。
　途中、奈良県出身のバイオリニスト内田果樹さんとチェ
リスト徳安芽里さんの２人が樹齢２００年の吉野スギ製の
バイオリンとチェロの２重奏を演奏し、会場を盛り上げた。
　さらに奈良市出身の元タカラジェンヌ芽夢ちさとさんが唱歌「ふるさと」を参加者らと共に歌い、ふる
さとに思いをはせた。
　最後に御所市出身の吉川元偉元国連大使が中締めのあいさつを行い、会を締めくくった。

バンビシャス奈良について講演する加藤代表


